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監修/公益社団法人
かんじゅう  こうえきじゃだんほうじん

せいねんこうけん

成年後見センター・リーガルサポート

病院
役 所
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成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどで判断能力が不十分な人の財産

や権利を守るための大切な制度です。しかし、その内容についてはまだ広く浸透していませ

ん。どんなときに利用することができるのか、どんなときに利用した方がいいのか、制度の

しくみを知っておきましょう。

にし お し しゃ かい ふく し きよう ぎ かい

社会福祉法人 西尾市社会福祉協議会
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※このパンフレットに記載している「後見人」とは、「成年後見人」「保佐人」「補助人」(P3参照)の総称です。

にん う しょう  ちちおやめい ぎ   ぎんこう よ さん  にゅう

認知症の父親名義の銀行預金を入

院費用にあてたいが、「本人の同意

がないと引き出しはできない」と言

われた。 本人の

成年後見制度を利用すれば、後見人がお

父さんに代わつて預金を引き出すことが

できます。
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親が亡くなり、矢目的障がいの姉がひ
、
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とり暮らしになってしまつた。今後、

ぶ褻緑

後見人が預貯金の管理や福祉サービス

の契約などを行い、お姉さんが地域で暮

らしていけるように支えていきます。

おや   な

せいかつ  つづ

ひと   き

ち てきしょう あ ね

ふ あん

生活を続けていけるかどうか不安。
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認知症の母親が、訪間販売で必要

のない商品を次々と買つてしまう。
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こうけん |こ ん   はんだん       かあ       ふ  '′ えき

後見人が判断して、お母さんに不利益な
けいやく

契約を取り消すことができます。

′

〕 えて、財産の管理などをしてくれ

洵

ご自身が元気なうちに任意後見人になつ

てほしい人と契約を結ぶことによつて、将

来の不安を解消できます。
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ざいさん  かん り

る人を決めておきたい。
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にん ち しょう  ち てきしょう

ひと  ざいさん   |ザ ん り  まも

せいねんこうけんにん ほ さ にん

じょうせいかつじょう   て つづ おこな

認知症、矢目的障がい、精神障がいなどの理由から判断能力が十分で ?

ざ い さ ん  で き せ つ か ん リ

l.a

はんだんのうりょく  じゅうぶん

や くわ り

かい ご  ふく し

ほんにん  せいかつ   し えん

ふじゅうぶん

日常生量 2重蝦

せいしんしょう

おお

申L.
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■ヽ日

ぶ
せい ど か ていさいばんしょ  せんにん

ざいさん   かん り  にち

ない人の財産や権利を守るための制度です。家庭裁判所に選任さねた

「成年後見人」や 「保佐人」などが、本人に代わつて財産の管理や日
ｒ
・

常生活上の手続きを行い、不利益を受けないようにします。
ふ  り えき   う

わ

きく分 け目
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し え ん

り よう

にち じようせ いかつ

預貯金や不動産、年金、日

常生活費などを管理します。

通帳や証書の保管、賃貸不

動産の管理なども行います。

:‐
介護・福祉サービス利用

の手続き、施設入所契約な

評

疑簿雉^
マ1「 7

rヂ ググ

ど本人の生活を支援します。
にゅういん じ       ひ よう    し はら

入院時には費用の支払いも

します。

せいねんこうけんせい ど    |ま んにん  |ま んだんのうりょく おう     ほうていこうけんせい ど     にん しヽ こうけんせい ど     しゅるい

成年後見制度は、本人の判断能力に応じて「法定後見制度」と「任意後見制度」の2種類があります。

「

・‐・
|1半」出斤育旨

く ぶん

力が不十分な人が利用する制度で、判断能力の程度に応じて、 3つに区分されています。
ゅうぶん  ひと  り よう い ど

に ん い こ う け ん に ん

てにより家庭裁判所

|ま ん

保1

まんだんのうりょく いちじる

か ていさいばんじょ

さ だ

か でいさいばん t′ ょ み と

|

i じょ

判断能力が不十分な本人のため

に、申立てにより家庭裁判所が定

判断能力が著しく不十分な本人の

ために、重要な法律行為の同意・

取消しのほか、申立

成年後見

判断能力がほとんどない本人のた

めに、原則としてすべての法律行

為を「成年後見人」

が行います。
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める行為を「補助人」

が行います。

が定める行為を「保

佐人」が行います。

判断能力か十分あるうちに、支援者や支援内容を本人が決めておく制度です。
し てん こうけんかつどう

ら後見活動が開始されます。
かい t

本人の判断能力が不十分になり、家庭裁判所が認めた時点か

鱚鱚TrW任議後見人

本人の判断能力が不十分になつてから、財産の管理など本人と

の契約で定めたことを行います。

本人に代わつて契約などの法律行為を行えますが、

た法律行為を取り消す権限はありません。 四

3
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本人が行つ

つてどんなもの?
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本人の後見人候補者を検討します

申
立
て

もうしたてしょるい

申立書類を取り寄せます

診断書
鮮′〔

Ｆ

|■―・ ■il

も う し た    じゅん び

申立て準備
ほんにん   こうけ ん にん こう ほ しや  けん とう
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本人の居住地を管轄する家庭裁判所に申し立てます

① 申立書

②本人の戸籍謄本0住民票

③登記されていないことの証明書(本人)(300円 )

④医師の診断書

⑤ 申立手数料(収入印紙800円、後見開始の場合)

⑥ 登記嘱託手数料(収入印紙2,600円 )

⑦ 郵便切手(合計4,000円程度)

③ 鑑定料(鑑定が必要な場合)(5～ 10万円)

※診断書より詳ししヽ内容が求められる場合、家庭

裁判所が指定する医師が鑑定を行います。

もうした           ひと

●申立てができる人 ●
ほんにん   はいぐうしゃ  よんじんとうない

本人や配偶者、四親等内の
じんぞく  し くちょうそんちょう

親族、市区町村長などです。

申立て

もうしたてしょるい

申立書類をもとに家庭裁判所が本人、申立人、

後見人候補者と面談します

申立てに必要な書類と費用のめやす

も う し た

か て い さ い ば ん しょ  もう  だほんにん  ●
`し

oう ち   か′●かつ

か ていoし ばヽんしょ  ほんにん  もうしたてにん

こうけん にんこう 1ま  しゃ  めんだん

ひっょぅ   しょるしヽ   ひ ようもうした

げつ てい ど

[lヵ月～3ヵ月程度]

ん し ょ

本人にどのような支援が必要かを考慮し

て、親族や専門家 (司法書士や弁護士、社

会福祉士など)から適任

者を選任します。また、

後見人の報酬も家庭裁

判所が決定します。

カ
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審理・審判

家庭裁判所が後見人と
し えんないよう

支援内容を決定します

審判書が申立人、本人、

後見人に通矢□されます

0
し ん  り  し ん ぱ ん

か ていさいばん しょ  こうけんにん

しんばんしょ   もうしたてにん  ほんにん

こうけ ん にん   つう ち

後見人が本人への支援を開始しま
こうけん にん  ゎヽ て いさ い ば ん じょ  じ む ほうこく

後見人は家庭裁判所へ事務報告、

収入状況報告書等を提出します

ゝ
り
暇

ボ
・
に
響

・
　
　
　
轟

…

（
・

・欝

．　

　

　

　

　

　

　

“闘
嘲

一
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
だ議
］」

へ
。

Ｌ」
「

す

　

　

ぐ

軋釉鐵颯
こ う け ん か しヽ  し

こうけん にん  |ま んにん し えん  か0ヽ し

しゅうにゅうじょうきょうほうこくしよとう   ていしゆつ

本人が亡くなつたとき

※後見人の死亡。辞任の場合には、家庭

裁判所が後任の後見人を選任します。

しゅうりょう

終了
な

せ  しヽ

や
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る に は 、 申立
て|つ づ    0つ よう  ―‐

て手続きが必要になります。
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判断能力の低下に備えて、任意後見をお願いする人(任意後見受任者)

を本人が決めます

任意後見受任者と話し合い、依頼しておきたい支援内容や報酬を決定します

じゅん び

契約の準備
け い や く

にん い こうけん がヽ・r″

，
■
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はんだんのうりょく  てい か   そな ね が ひと  にん い こうけん じゅにん じゃ

ほんにん   にん い こうけ ん じゅに ん じゃ    こうしょうにん   さくせしヽ     こうせ いしょうしょ   けいやく   か

本人と任意後見受任者が、公証人が作成する公正証書で契約を交わします

契約に必要な書類

①本人の戸籍謄本・住民票・印鑑登録証明書

②任意後見受任者の住民票・印鑑登録証明書

① 任意後見契約公正証書作成の基本手数料(11,000円 )

②登記嘱託手数料(1,400円 )

③登記所納付の印紙代(2,600円 )

④その他、証書代や、登記嘱託書郵送用切手代など

え ん

③ 必要に応じて診断書や財産目録等

に ん  しヽ こ う け ん け い や く

にん い こうけんけいやくこうせいしょうしょさくせしヽ  き ほん で すうりょう

ひつよう  おう しんだんじょ  ざいさんもくろくとう

にん い こうけ ん け い や くしょ さ くせ い         0よ う

任意後見契約書作成にかかる費用のめやす

け ん か ん と く に ん

鵬´

任意後見人が正しく職務を行つているか

を確認するのが、任意後見監督人です。

意後見監督人は家庭裁判所が選任し、

人の資産に応じた報酬が発生します。

●任意後見監督人選任の申立てにかかる

費用 (地域により異なります)

①収入印紙

② 郵便切手(3,220円 )

③登記所納付の印紙代

④ その他、証書代や、

一任
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本人の判断能力が低下したと
■ ■ _■ _5,_ょ   にん じ)こ うけん   aA

声賢否庭夢±」電!こ任意後見 l
監督人の選任を申し立てます

●申立てができる人●
本人や配偶者、四親等内の親族、任意後見受任者です。

申立て

∩

も う し た
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契約内容に基づいて、任意後見人が

李人■9支辱1甲始ン変す 
又
援

任意後見監督人と家庭

裁判所が、任意後見人

後見開始

バヽ・°F

I鸞の職務を監督します
かんとく

こ う け ん か い  し

本人または任意後見人が亡く

なつたとき

正当な事由がある場合に、家庭

裁判所の許可を得て解除したとき
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もうしたてにん こうけん にん

申立人が後見人を選ぶことはできないのでしょうか?

と ちゅう せい ど り よう こうけん にん

途中で制度の利用をやめたり、後見人を

解任することは可能ですか?

こうけ ん にん ほうしゅう き

後見人への報酬は決まつているのですか?

6

法定後見制度では、本人の心身の状態、生活や財産の状況など一切の
じじょう  こうりょ    ね` ていさいはんしょ  こうけんにん  せんにん       こう|,ん |こ れこう ほ しわ  あ

事情を考慮して家庭裁判所が後見人を選任します。後見人候補者を挙げて

申し立てることはできますが、その希望が通るとは限りません。また、家
ていさいばんじよ  せんにん    こうけんにん         ふ ぶくもうした

庭裁判所が選任した後見人について不服申立てをすることはできません。

ほうていこうけんせしヽ ど

か ぎ |｀ (

L

ほんにん  しんしん  じょうたい  せいかつ  ぎいさん  じょうきょう    いつさい

き ばう  とおもう   た

後見制度を利用するきつかけとなつた問題が解決した場合でも、後見人の仕事が終わるわ

けではありません。本人の判断能力が改善しない限り、後見人の仕事は続きます。

後見人を辞めさせること (解任 )ができるのは、横領などの不正な行為によつて本人に損

害を与えている場合で、その判断は家庭裁判所が行います。

後見人への報酬の額は、本人の財産や事務内容などに応じて家庭裁判

報酬が月額2万円という基準額が示されています。

本人の財産が少なく支払いが困難であつても、各市区町村が費

用助成を行う「成年後見制度利用支援事業」を利用できる場合があるの

で、相言:|:してみましょう。

か ていさいばんこうけんにん

とうきょう , てしヽさいばんしょ

お東京家庭裁判所では、

報酬月額

」IL

お うほうしゅう  がく ほんにん  ざいさん  じ む ないよう

財産が1,000万円以下の場
しょ  けつてい

所が決定します。な

合 に は 、

また、

その人が必ず選任されるわけではありません。

希

望

希望を伝えることはできますが、
き ぼう    つた

ひと   かなら   せん にん

とくべ つ   じ ゆう        かぎ

特別な事由がない限り、できません。

決定

か て しヽ さ しヽ 1よん しょ   ほん にん ..   し はらいの うりょく  おう     きんが く   けつてい _

家庭裁判所が本人の支払能力に応じた金額を決定します。
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み ぶん  かか

ほん にん

ようりよう

か ぞく

せつ にゅうしょ じ

こうけんにん   し ごと

な

て つづ

後見人に依頼できないことはありますか?
らしヽ

み もと ほ しょうにん   み もとひきうけにん

しゅじゅつ

ゆいごん  けっこん   り こん  よう し えんぐみ

こう しヽ  |=ん |こ ん  か
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入院や施設入所時の身元保証人 。身元引受人になること、食事の世話や実際
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の介護は後見人の仕事ではありません。手術などの医療行為の同意も行うことは

できません。また、遺言や結婚、離婚、養子縁組など、本人の ‐t.   ___.

GD  三淮:身分に関わる行為を本人に代わつて行うこともできません。

あ と て つづ

本人が亡くなつた後の手続きを、

後見人にお願いすることはできますか?
ね が

こうけんにん  ぎようむ  しゅうりょう

ら か そう

にん い こうけんけいやく

けいやく  むす

ひ と

J.ヨ
いつてしヽ   て つづ せつ り

ば

蒔調本人が亡くなると後見人の業務は終了しますが、一定の手続き(施設利

用料・ 医療費等の支払い、大葬の手配等 )を後見人が行うことができる場
こうけんにん   おこな

せ い ね ん こ う け ん

含があります。また、任意後見契約とともに、あらかじめお願いしたい
ね が

死後の手続きについても、契約を結んで依頼 しておくことも可能です。

も う した

家族のいない人でも、成年後見の申立てはできますか?

.1:ヽ
寧
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身寄りがいなかつたり、いても家族や親族の協力が得られない場

合、また虐待が疑われているような場合には、市区町村長が後見

の開始を申し立てることができます。
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ね ん こうけん せ しヽ ど

し きょう ぎ か

そ う だ ん

成年後見制度についての相談はどこにすればいいのでしょうか?

地域包括支援センターは、市区町村が設置する機関で、高齢者の介護や日常生活をサ

ポートしたり、成年後見制度について相談に応じてくれます。また、非営利の社会福祉法人で
そうだん せいねんこうけんせい ど   かん じようほう  そうだん き かん

ある社会福祉協議会でも相談ができます。 (成年後見制度に関する情報・相談機関につい

7

ては裏表紙を参照してください)

こうけん にん

い りようこう い    どう しヽ       こう |サ ん :こ ん    し ごと   ふ く                              _

医療行為の同意など、後見人の仕事に含まれないものがあります。

本人が亡くなつた時点で、原則として後見人の業務は終了です。
じ てん げん そくなほん にん こうけん にん   ぎょう |む _    しゅうりまう

市区町村長に申立権が与えられています。
し  く ちようそんちょう  もうしたてけん   あ た

す       ち い き ほうか つ し えん           そ うだん

まずは、お住まいの地域包括支援センターにご相談ください。
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社会福祉法人 西尾市社会福祉協議会
しゃ   かい   ふく    し    ほう   じん

にし   お   し   せい  ねん  こう  けん

にし    お    し    しゃ   かい    ふく    し   きょう   き   かい

西尾市成年後見センター
にし お し はな の き ちょう ちょう め   |ま ん ち  にし お  し そう こう ]・く し な い

〒445-0852 西尾市花ノ木町2丁目1番地 (西尾市総合福祉センター内)
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せ い ね ん こ う け ん せ い ど

成年後見制度についての
じょうほ う  そ う だ ん き か ん

ll青報・相雷;燿機関

htt p=llwww. moi.go.i p/M I NJ llmi nj i 17 .htm I

裁判所ウェブサイト(後見ポータルサイト)

http:ノ/WⅥハⅣ.COurtS.gO・ip/kOukenp/

日本公証人連合会

http:ノソWWW.kOShOnin口 gr・ ip/
こ うえ き しゃだ ん ほ う じん せ い ね ん こ う け ん

公益社団法人成年後見センター・リーガルサポート

https :l lwww. I eg a l-s u p po rt. o r.ipl
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